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ま
だ
眠
そ
う
な
顔
で
学
校
に
向
か
う
君
た
ち
。

で
も
、
途
中
で
友
だ
ち
や
町
の
人
た
ち
と
会
う
た
び
に
、

い
つ
も
の
輝
い
た
表
情
に
変
わ
っ
て
い
く
。

そ
ん
な
心
温
ま
る
光
景
が
、

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
続
く
と
い
い
ね
。

今月の主な内容
［特集］ 5月号のテーマ

■今年のまちづくり予算
■まちの話題［行政報告／3・4月の出来事／きもべつの文芸］
■お知らせ
［健康通信VOL.14／役場の新しい機構図 ほか］

■ すくすく1歳です／まちのカレンダー



の
指
定
金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
た
場
合
、
利
子
補
給
し
ま
す
。

勤
労
者
に
生
活
資
金
の
融
資
を
行
う
た
め
、
北
海
道
労
働
金
庫
に
そ
の
原
資
を

預
託
し
ま
す
。

異
業
種
間
交
流
を
通
じ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
青
年
交
流
セ
ミ
ナ
ー
の
活
動
に

助
成
し
ま
す
。

平
成
18
年
度
よ
り
着
手
し
て
い
る
市
街
地
区
再
整
備
に
つ
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
交

教育委員会 
多目的センター 

ちびっ子広場 ようてい農協 
喜茂別支所 

町道3条通り線 

町道2条通り線 

国
道
23
0号
 

町
道
末
広
町
5号
線
 

郷
の
駅
 

き
も
べ
つ
 

町道本町1号線 

町
道
高
校
通
り
線 

町道末広町6号線 道道喜茂別停車場線 

郵便局 

役場 

商工会 

まちづくり交付金事業の場所

付
金
を
活
用
し
市
街
地
区
の
整
備
を
図
り
ま
す
。
本
年
度
は
町
道
3
路
線（
町
道
2

条
通
り
線
、
本
町
1
号
線
、
末
広
町
6
号
線
）の
改
良
舗
装
工
事
、「
郷
の
駅（
仮
称
）」

整
備
工
事
、
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
解
体
工
事
、
多
目
的
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
等
を
実

施
し
ま
す
。

老
朽
化
の
進
む
公
営
住
宅
の
品
質
を
確
保
す
る
た
め
、
外
壁
及
び
屋
根
塗
装
工

事
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。
本
年
度
は
緑
町
団
地
1
棟
を
実
施
し
ま
す
。

教
育
文
化
環
境
の
充
実

特
別
な
教
育
的
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
に
対
す
る
日
常
生
活
活
動
の
介
助
や

学
習
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
喜
茂
別
小
学
校
に
支
援
員
を
1
名
配
置
し
ま
す
。

ま
す
ま
す
進
展
す
る
情
報
化
社
会
に
向
け
、
子
ど
も
た
ち
が
正
し
く
情
報
を
理

解
し
活
用
す
る
能
力
を
育
成
す
る
た
め
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
教
育
を
進
め
ま
す
。

遠
距
離
か
ら
通
学
す
る
小
中
学
生
の
通
学
費
を
支
弁
す
る
と
と
も
に
タ
ク
シ
ー
を

利
用
し
た
交
通
手
段
の
確
保
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
喜
茂
別
高
等
学
校
振
興
助
成

と
し
て
、
通
学
費
の
助
成
を
行
い
家
庭
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
ゆ
と
り
を
実
感
で
き
る
よ
う
地
域
の
人
材
や
自
然
を
活
用
し
た

事
業
を
開
催
し
ま
す
。

18
年
目
を
向
か
え
る「
フ
レッ
シュ
大
学
」の
継
続
と
、
心
の
ふ
る
さ
と
地
域
づ
く
り
を

進
め
る「
百
万
本
の
桜
を
育
て
る
会
事
業
」を
、
世
代
を
超
え
た
交
流
の
場
と
位
置

づ
け
、
高
齢
者
の
学
習
活
動
を
進
め
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
町
民
相
互
の
交
流
を
図
る
た
め
、
町
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
の
実
行
委

員
会
へ
助
成
し
ま
す
。

欠
か
せ
な
い
緑
肥
作
物
の
利
用
や
堆
肥
の
購
入
及
び
粉
砕
バ
ー
ク
購
入
へ
の
助
成
を

行
い
ま
す
。

町
道
に
認
定
さ
れ
て
い
な
い
、
農
地
に
隣
接
し
た
農
道
を
個
人
で
整
備
し
た
場
合
、

砂
利
代
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

本
町
の
気
候
風
土
に
適
し
、
収
益
性
の
高
い
地
域
特
産
物
と
な
り
う
る
新
規
作

物
の
導
入
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
農
業
者
に
対
し
て
、
助
成
し
ま
す
。

森
林
の
多
面
的
機
能
が
十
分
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
適
切
な
森
林
整
備
を
計
画
的

か
つ
一
体
的
に
実
施
し
ま
す
。

予
定
事
業
量
は
、
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
事
業
9
0
8
ha
、
町
有
林
保
育
下

刈
事
業
7
ha
で
す
。

ま
た
、
林
道
に
お
け
る
通
行
車
輌
等
の
安
全
確
保
を
図
る
た
め
ガ
ー
ド
ロ
ー
プ
や

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

商
工
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
町
商
工
会
が
行
う
経
営
改
善
指
導
や
運
営
に
要

す
る
経
費
の
一
部
を
助
成
し
、
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

事
務
事
業
見
直
し
の
一
環
と
し
て
、
観
光
行
政
事
務
を
商
工
会
に
委
託
し
、そ
の

費
用
を
負
担
し
ま
す
。
内
容
は
従
来
の
夏
ま
つ
り
事
業
、
花
いっ
ぱ
い
運
動
事
業
、フ

ラ
ワ
ー
ス
ト
リ
ー
ト
事
業
、リ
ン
ケ
ー
ジ
ア
ッ
プ
事
業
、
観
光
ト
イ
レ
管
理
業
務
、
観
光

パ
ン
フ
レッ
ト
作
成
業
務
、シ
ー
ニッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
情
報
業
務
・
観
光
ボ
ラ
ン
ティ
ア
支
援

業
務
で
す
。

町
内
の
中
小
企
業
の
育
成
と
事
業
運
営
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
事
業
者
が
町

本
町
の
平
成
21
年
度
予
算
は
、
一

般
会
計
25
億
6
7
1
1
万
2
千
円
、
前

年
度
当
初
予
算
額
と
比
較
し
9
・7
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
が
、
特
別
会
計
を

含
む
全
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険
や

介
護
保
険
の
保
険
者
が
後
志
広
域
連

合
へ
移
行
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
特
別

会
計
が
大
き
く
減
額
し
た
こ
と
な
ど
か

ら
、29
億
8
6
2
1
万
9
千
円
と
前
年

度（
34
億
5
3
6
万
2
千
円
）を
大
き
く

下
回
り
ま
し
た
。

主
な
施
策
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

地
場
産
業
の
振
興

本
町
の
特
産
品
で
あ
る
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
増
産
対
策
と
し
て
、Ｊ
Ａ
よ
う
て
い
、ク
レ

ー
ド
ル
興
農（
株
）と
連
携
し
て
生
産
者
に
対
し
苗
代
の
助
成
を
行
い
ま
す
。
本
年
度

の
助
成
面
積
は
、ホ
ワ
イ
ト
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
0
・5
ha
、グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
0
・5
ha
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
馬
鈴
薯
の
生
産
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
病
害
虫
対
策
と
し
て
、シ
ス
ト

セ
ン
チ
ュ
ウ
対
策
の
土
壌
浄
化
と
病
害
虫
防
除
を
実
施
す
る
た
め
、
種
子
・
食
用
馬

鈴
薯
振
興
対
策
協
議
会
に
支
援
し
ま
す
。

な
お
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、か
ぼ
ち
ゃ
作
付
予
定
の
ほ
場
土
壌
診
断
に
対
す
る

助
成
を
行
い
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
農
作
物
へ
の
消
費
者
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
有
機
資

源
を
活
用
し
た
健
康
な
土
づ
く
り
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
土
づ
く
り
に

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
・
馬
鈴
薯
・
か
ぼ
ち
ゃ
の
生
産
振
興
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

6
6
1
万
円

商
工
会
活
動
へ
の
助
成
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

8
8
0
万
円

観
光
関
連
事
業
の
外
部
委
託
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

1
7
3
0
万
円

中
小
企
業
融
資
利
子
補
給
金
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

24
万
円

公
営
住
宅
整
備
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

3
1
5
万
円

特
別
支
援
教
育
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

1
2
6
万
円

小
・
中
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
教
育
の
充
実
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

6
3
3
万
円

遠
距
離
通
学
児
童
生
徒
の
通
学
手
段
の
確
保
等
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

5
0
1
万
円

少
年
教
室「
わ
ん
ぱ
く
道
場
」事
業
の
開
催

高
齢
者
学
習
活
動
の
推
進
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

10
万
円

町
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
補
助
金
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

40
万
円

勤
労
者
生
活
安
定
資
金
貸
付
の
た
め
の
預
託
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

5
0
0
万
円

き
も
べ
つ
青
年
交
流
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
助
成
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

50
万
円

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

4
億
8
5
8
4
万
円

土
づ
く
り
対
策
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

4
7
8
万
円

農
道
補
修
助
成
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

20
万
円

新
規
作
物
導
入
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

1
5
0
万
円

森
林
整
備
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

1
4
5
9
万
円
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Ⅰ平
成
21
年
度
予
算
と
主
な
施
策

［5月号特集］

今 年 の ま ち づ く り 予 算



喜
茂
別
保
育
所
に
お
い
て
、
子
育
て
家
庭
に
対
し
、
遊
び
の
広
場
、
育
児
相
談
、
子

育
て
サ
ー
ク
ル
等
の
育
成
･
支
援
な
ど
の
子
育
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

入
所
を
希
望
す
る
小
学
校
低
学
年
児
童
の
集
団
保
育
を
行
い
児
童
の
健
全
な
育

成
を
図
り
ま
す
。

ボ
ラ
ン
ティ
ア
し
ら
か
ば
会
が
行
っ
て
い
る
一
人
暮
ら
し
等
の
高
齢
者
世
帯
へ
の
給
食

サ
ー
ビ
ス
事
業
に
対
し
助
成
し
ま
す
。

じ
ん
臓
機
能
に
障
害
の
あ
る
方
が
、
人
工
透
析
療
法
を
受
け
る
た
め
に
通
院
し
た

交
通
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

障
害
の
種
別
に
よ
ら
な
い
共
通
の
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
組
み
合
わ
せ
て
総
合
的
に
障
害
の
あ
る
方
々
の
地
域
で
の
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

保
育
所
の
給
食
調
理
業
務
を
委
託
し
ま
す
。

7
月
の
第
4
金
曜
日
に
戦
没
者
追
悼
式
を
開
催
し
ま
す
。

乳
幼
児
等
に
医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

身
障
手
帳
、
療
育
手
帳
で
重
度
の
判
定
を
受
け
て
い
る
方
や
ひ
と
り
親
家
庭
等
の

母
又
は
父
と
児
童
の
医
療
費
を
助
成
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
喜
茂
別
町
が
保
険
者
で
し
た
が
、
本
年
度
よ
り
保
険
者
が
後
志
広
域
連

合
と
な
り
保
険
給
付
な
ど
を
行
い
ま
す
。

※
町
が
直
営
で
運
営
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス

5
1
4
5
万
円

・
通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

・
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）

・
居
宅
介
護
支
援
サ
ー
ビ
ス（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

※
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、
土
曜
日

も
希
望
者
に
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

介
護
を
予
防
し
、
お
年
寄
り
が
在
宅
で
元
気
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、ふ

れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
新
た
に
設
置
し
た
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
次

の
事
業
を
行
い
ま
す
。

・
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
生
き
が
い
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
お
風
呂
利
用
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
除
雪
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
電
話
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
地
域
支
援
事
業

75
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
敬
老
会
を
開
催
し
ま
す
。

75
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
敬
老
福
祉
金
を
支
給
し
ま
す
。

･
79
歳
以
下
の
方

2
0
0
0
円

･
80
歳
以
上
の
方

5
0
0
0
円

社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営
と
事
業
活
動
に
助
成
し
、
地
域
福
祉
の
充
実
を
図

り
ま
す
。
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生
活
環
境
の
向
上

町
内
の
医
療
機
関
に
通
院
す
る
方
々
の
交
通
手
段
と
し
て
、
患
者
輸
送
バ
ス
を
運

行
し
ま
す
。

燃
や
せ
る
ゴ
ミ
、
燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ
、
生
ゴ
ミ
、
資
源
ゴ
ミ
の
収
集
･
運
搬
業
務
を

委
託
し
ま
す
。

資
源
ゴ
ミ
の
分
別
保
管
・
処
理
業
務
を
処
理
業
者
等
に
委
託
し
ま
す
。

・
倶
知
安
町
清
掃
セ
ン
タ
ー
廃
棄
物
処
理
及
び
維
持
管
理
負
担
金

1
0
6
5
万
円

・
蘭
越
町
粗
大
ゴ
ミ
処
理
施
設
維
持
管
理
負
担
金

2
0
6
万
円

・
真
狩
村
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
施
設
管
理
費
負
担
金

8
0
1
万
円

・
羊
蹄
山
麓
環
境
衛
生
組
合
負
担
金

1
5
1
3
万
円

施
設
の
適
正
管
理
と
延
命
使
用
の
た
め
き
も
べ
つ
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
水
処
理
設
備

の
分
解
掃
除
を
し
ま
す
。

交
通
指
導
員
の
配
置
、
町
道
区
画
線
設
置
工
事
、
町
民
交
通
傷
害
保
険
の
加
入

促
進
や
交
通
安
全
推
進
委
員
会
、
安
全
協
会
及
び
母
の
会
に
対
し
て
補
助
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
貸
出
し
も
行
い
ま
す
。

地
域
を
防
犯
、
防
災
か
ら
守
る
た
め
各
種
団
体
と
連
携
す
る
と
と
も
に
活
動
を

支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
水
害
が
発
生
し
た
時
に
、
町
民
が
速
や
か
に
避
難
す
る
た
め
、

被
害
程
度
な
ど
を
予
測
し
地
図
上
に
図
示
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マッ
プ
の
作
成
を
行
い
ま

す
。住

宅
用
火
災
警
報
器
の
購
入
に
つ
い
て
高
齢
者
や
障
害
者
世
帯
な
ど
を
対
象
に

助
成
を
行
い
ま
す
。（
平
成
22
年
度
ま
で
）

保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

病
気
の
早
期
発
見
や
町
民
の
健
康
増
進
の
た
め
、
総
合
住
民
健
診
な
ど
各
種
健

診
の
ほ
か
、
健
康
相
談
、
健
康
教
育
を
行
い
、
健
康
づ
く
り
の
意
識
を
高
め
ま
す
。

・
総
合
住
民
健
診（
特
定
健
診
）

従
来
か
ら
実
施
し
て
い
る
循
環
器
健
診
を
特
定
健
診
と
し
て
実
施
し
、
特
定
保

健
指
導
を
充
実
さ
せ
生
活
習
慣
病
予
防
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
早
期
発
見
、

早
期
治
療
を
目
的
と
し
、
胃
、
大
腸
、
子
宮
、
乳
が
ん
検
診
の
受
診
奨
励
を
行
い

ま
す
。

・
妊
婦
・
乳
幼
児
等
健
診

健
康
に
妊
娠
期
を
送
り
出
産
を
迎
え
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
妊
婦
一
般
健
康

診
査
・
超
音
波
検
査
費
用
を
助
成
す
る
ほ
か
、
各
種
乳
幼
児
健
診
・
歯
科
検
診

を
実
施
し
、
子
育
て
を
支
援
し
ま
す
。

・
予
防
接
種

高
齢
者
を
対
象
と
し
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
へ
の
助
成
を
行
う
と
と
も

に
、
乳
幼
児
に
お
け
る
各
種
予
防
接
種
や
中
高
校
生
も
対
象
と
し
た
麻
疹
・
風
疹

の
予
防
接
種
を
行
い
ま
す
。

・
健
康
づ
く
り
支
援
事
業

生
活
習
慣
病
や
食
生
活
・
運
動
・

休
養
の
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
健

康
的
な「
生
活
習
慣
」を
目
指
し
、「
体

の
健
康
」「
心
の
健
康
」「
食
と
健
康
」

を
柱
に
掲
げ
、
健
康
教
育
、
健
康
相

談
や
講
話
な
ど
を
開
催
し
栄
養
指
導

及
び
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。

［5月号特集］

今 年 の ま ち づ く り 予 算
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下
水
道
施
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維
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1
億
88
万
円

介
護
を
予
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す
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事
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し
ら
か
ば
会
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
助
成
…
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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…
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…
…
…
…

50
万
円

じ
ん
臓
機
能
障
害
者
通
院
交
通
費
助
成
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

38
万
円

障
害
者
自
立
支
援
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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8
1
4
1
万
円

喜
茂
別
保
育
所
給
食
調
理
業
務
の
委
託
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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1
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円

戦
没
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追
悼
式
の
開
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万
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乳
幼
児
等
医
療
給
付
事
業
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重
度
心
身
障
害
者
医
療
給
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事
業
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社
会
福
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協
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会
へ
の
助
成
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安
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対
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…
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…
…
…
…
…
…
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…
…
…
…
…
…
…
…
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…
…
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4
7
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万
円

一
般
廃
棄
物
収
集
･
運
搬
業
務
の
委
託
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健
康
づ
く
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推
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事
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…
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…
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1
1
7
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患
者
輸
送
バ
ス
の
運
行
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

2
7
3
万
円

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

3
0
6
万
円

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

1
2
9
1
万
円

知っ得栄養バランス塾



第4期（平成21～23年度）
介護保険事業について
平成21年4月から後志広域連合が保険者となって

運営されることになった介護保険事業について、介
護保険料は平成21年度から23年度までの第4期事
業計画期間中は、各町村ごとの不均一賦課とする
ことになっています。本町においては、現行の標準月
額3,000円を据え置くこととしました。しかし、次の第5
期以降には、介護保険料が統一されます。

ふるっぷ温泉の廃止に伴う
代替措置について
ふるっぷ温泉は平成20年度限りで営業を廃止す
ることになっていますが、これまでの温泉利用者で自
宅入浴できない方 に々ついては、ふれあい福祉セン
ターの高齢者向け入浴施設を利用していただくよう、
利用証の申し込みを随時受け付けることといたしま
す。

倶知安厚生病院の診療機能
存続に係る緊急要請について
1月19日、山麓七か町村長の出席のもと羊蹄地域

医療協議会が開催され、倶知安厚生病院における
厳しい病院経営に関する説明と「診療機能存続と財
政支援に向けた緊急要請」が提出されました。その
なかで「出張医体制維持に必要な平成20年度分2
億円の財政支援」が要請されましたが、本町としては、
これまでに行った財政支援以上の負担は避けたい
こと、及び倶知安町のリーダーシップと負担を明確に
すべきとの考え方を示しました。

原油価格高騰緊急対策及び
燃油・肥料価格高騰緊急対策について
町単独事業の原油価格高騰緊急対策事業とし

て、1月末日までに免税軽油を使用する全農家に交
付金が支給されました。（総額614万円）
また、国が支援する燃油・肥料価格高騰緊急対
策事業について、農協組合員などの農家から申請
が出されています。3月に概算払いの予定です。

留寿都村における合併にかかる
住民投票の状況及び
今後の取扱いについて
2月22日に留寿都村で行われた合併に関する住

民投票の結果は、投票率67・29％、うち合併に反対
した割合は75・14％となりました。この結果を受けて、
2月23日留寿都村議会と村長の協議により、合併は
断念するとの結論に至りました。2月25日には、合併
協議会の解散が協議される予定です。

第
2
回
臨
時
議
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

菅
原
章
嗣
町
長
か
ら
、5
件
の
行
政
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

町営住宅について
今年度採用した建築資格のある任期付き

職員を中心に、良好な公共施設の維持保全
について目視等の調査を行ってきた結果、栄
団地、鈴川団地、中里団地、緑町団地につ
いて、老朽化や経年劣化の課題があることが
わかりました。これらについては、入居者のモ
ラル等の課題も関連していることから、5年経
過した「ストック総合活用計画」の見直しを行
います。

景気対策プレミアム商品券
発行事業について
国の補正予算事業である「地域活性化・

緊急安心実現総合対策」の一環として、町民
の町内での消費需要を喚起し拡大すること
によって地元商工業の活性化を図ることを目
的に、喜茂別商工会が実施する「景気対策
プレミアム商品券発行事業」に対する支援を
行いました。合計4千セットの発行に対して、町
は4,062,000円の補助を行い、2月6日には完
売しました。小売店や燃料店をはじめ、48店
舗で利用されています。

定額給付金事業について
定額給付金支給の日程が、当初予定の3

月下旬から4月中旬になる見込みです。この原
因は、振込みに係るシステム改修の対応や金
融機関の支給に係る確認作業などの時間が
当初予定よりも時間を要することが明らかとな
ったためです。

損害賠償請求事件の経過
および損害賠償金支払いに係る
協議状況について
第1点のまちづくり交付金事業用地買収に

伴う損害賠償請求訴訟については、個人情
報に関わる内容が主たるものであり、大きな進
展も見られなかったことから、報告を控えてきま
した。本町としては一切の過失がなく、訴えの
棄却を引き続き主張していく考えですが、何ら
かの進展があったときには、個人情報の保護
に配慮し報告いたします。
第2点目の前町長に対する損害賠償金支

払請求にかかる協議については、本町として
増額についての検討を前町長に要請してい
ますが、まだ回答はありません。今後において
も協議の際には、早期に完済が行えるよう、
前町長には検討を求めていきたいと考えてい
ます。

第
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回
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例
町
議
会
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菅
原
章
嗣
町
長
か
ら
、4
件
の
行
政
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。
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グ
ラ
フ
Ａ
は
、
一
般
会
計
に
つ
い
て
、

町
に
入
る
お
金（
歳
入
）と
町
か
ら
出
る

お
金（
歳
出
）を
、そ
の
内
訳
ご
と
に
平

成
20
年
度
と
21
年
度
で
は
ど
の
よ
う
に

違
う
か
示
し
た
も
の
で
す
。

歳
入
で
は
、ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事

業
の
実
施
に
よ
る
地
方
債
の
借
り
入

れ
額
が
増
加
す
る
こ
と
か
ら
、
町
債
の

占
め
る
割
合
が
大
き
く
増
加
し
て
い
ま

歳
入
と
歳
出
の
内
訳
と
そ
の
推
移

す
。
こ
の
借
り
入
れ
の
一
部
は
、
地
方

交
付
税
に
よ
り
措
置
さ
れ
ま
す
の
で
、

町
の
負
担
は
そ
の
残
り
の
額
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
地
方
交
付
税

は
、
国
の
示
す
地
方
財
政
計
画
な
ど

を
も
と
に
試
算
し
、20
年
度
と
ほ
ぼ
同

じ
額
を
予
算
に
計
上
し
ま
し
た
の
で
、

予
算
総
額
に
占
め
る
割
合
は
減
少
し

ま
し
た
。

グ
ラ
フ
Ｂ
は
、
町
の
貯
金（
基
金
）と

借
金（
地
方
債
）の
推
移
を
グ
ラ
フ
に
し

た
も
の
で
す
。
町
の
基
金
は
、
特
定
の

目
的
を
も
っ
て
積
み
立
て
ら
れ
る
特
定

目
的
基
金
、
公
債
費
償
還
の
た
め
に

積
み
立
て
ら
れ
る
減
債
管
理
基
金
、

年
度
内
の
財
源
を
調
整
す
る
た
め
に

積
み
立
て
ら
れ
て
い
る
財
政
調
整
基
金

が
あ
り
ま
す
。

20
年
度
当
初
予
算
で
は
、
財
政
調

整
基
金
を
6
6
0
0
万
円
取
り
崩
す

こ
と
と
し
て
予
算
編
成
を
し
ま
し
た

が
、
実
際
に
は
取
り
崩
し
を
行
わ
ず
、

約
2
千
万
円
程
度
積
み
立
て
す
る
こ

と
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
健

全
な
財
政
運
営
を
目
指
す
た
め
、21

一
般
会
計
の
基
金（
貯
金
）と
地
方
債（
借
金
）現
在
高
の
推
移

年
度
は
農
業
振
興
基
金
廃
止
に
伴
う

繰
り
入
れ
の
み
で
、
財
政
調
整
基
金
か

ら
の
取
り
崩
し
は
せ
ず
に
予
算
編
成

を
行
い
ま
し
た
。

町
の
地
方
債
は
、
投
資
的
経
費
を

最
小
限
に
抑
え
、
地
方
債
発
行
を
抑

制
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
平
成
14
年
度

を
ピ
ー
ク
に
年
々
減
少
し
て
き
ま
し
た

が
、21
年
度
は
光
フ
ァ
イ
バ
ー
敷
設
事
業

や
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
に
お
い

て
地
方
債
発
行
が
増
加
す
る
こ
と
か

ら
、21
年
度
の
地
方
債
残
高
は
7
年
ぶ

り
に
増
加
し
ま
す
。
し
か
し
、
地
方
債

の
一
部
は
、
交
付
税
に
よ
り
措
置
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ⅱ町
財
政
の
現
状
と
課
題

［5月号特集］

今 年 の ま ち づ く り 予 算

歳入の 
内訳 

歳出の 
内訳 

平成平成20年 

平成平成21年 

平成20年 

平成平成20年 平成20年 

平成21年 

平成平成21年 平成21年 

町税町税 
10.4%

町税町税 
10.9%

町税 
10.4%

地方交付税地方交付税 
49.4%

地方交付税地方交付税 
54.2% % 

地方交付税 
49.4%

使用料及び 
手数料 2.4%

国庫支国庫支出金 
6%

国庫支出金 
6%

道支出金 
3.1%

道支出金 
3.0%

町債町債 
20.0%
町債 
20.0%

その他 
7.5%

その他 
10.5%

その他 
7.5%

総務費総務費 
15.0%

総務費総務費  
　25.0%
総務費  
　25.0%

  民生費生費 13.4%  民生費 13.4%

民生費生費  
15.6%
民生費  
15.6%

衛生費衛生費  
6.7%
衛生費  
6.7%

衛生費衛生費 7.9%衛生費 7.9%

農林業費 1.3%消防費 5.7%

教育費 5.0%

教育費 4.0%

消防費 5.3% 商工費 2.0%

商工費 3.0%
農林業費 1.6%

土木費土木費 
6.0%
土木費 
6.0%

土木費土木費 
13.0%
土木費 
13.0%

公債費公債費 
16.2%

公債費公債費 15.1% 公債費 
16.2%

職員給与費給与費 
18.2%

職員給与費給与費 
18.2%

職員給与費 
18.2%

職員給与費 
18.2%

公債費 15.1%

総務費 
15.0%

議会費 1.4%

その他 0.3％ 
その他 0.3％ 

議会費 1.5%

その他 
10.5%

町債町債 
11.0%
町債 
11.0%

国庫支国庫支出金 
 6%
国庫支出金 
 6%

使用料及び 
手数料 2.6%

地方交付税 
54.2% 

地方譲与税 2.0%

地方譲与税 2.0%
町税 
10.9%

・財産収入  
・諸収入  
・分担金及び負担金  
・自動車取得税交付金  
・地方消費税交付金  
・ゴルフ場利用税 
　交付金  
・繰入金  

・繰越金  
・利子割交付金  
・配当割交付金  
・株式等譲渡所得 
　割交付金  
・寄付金  
・交通安全対策 
　特別交付金 

・労働費  
・災害普及費  
・予備費 
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基金現在高の推移 
単位：千万円 

財政調整基金 
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《記事についてご意見をお寄せください》 町民まちづくり編集工房　TEL＆FAX 0136-33-3370
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お・知・ら・せ

3
月
末
日
で
退
職
さ
れ
る
鈴
木
和
則
校
長

を
訪
ね
、
喜
茂
別
中
学
校
で
の
5
年
間
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

「
こ
の
5
年
間
、
学
校
評
価
の
効
果
的
活
用

に
努
め
て
き
ま
し
た
。
学
校
を
内
外
に
開
き
、

教
育
活
動
の
検
証
を
深
め
、
同
時
に
質
の
向
上

を
図
る
こ
と
が
目
的
で
し
た
。
こ
の
学
校
評
価

を
通
し
て
、
子
ど
も
達
に
と
っ
て
学
校
が
楽
し
い

場
に
な
る
こ
と
、
わ
か
る
実
感
が
得
ら
れ

る
授
業
を
進
め
る
こ
と
、さ
ら
に
は
、

一
人
の
生
徒
を
全
教
職
員
が

観
る
生
徒
指
導
や
教
育
相

談
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に

取
り
組
ん
で
き
た
の
で
す
。

具
体
的
に
言
い
ま
す

と
、
校
内
研
修
や
生
徒

指
導
研
修
を
通
し
て
教

師
同
士
が
授
業
実
践

を
交
流
し
、
個
々
の
生

徒
に
関
す
る
情
報
の
交

流
を
深
め
て
指
導
に
活

か
す
よ
う
取
り
組
み
ま
し

た
の
で
、
学
習
指
導
面
で
の

課
題
認
識
を
学
校
全
体
で
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
た

鈴
川
小
学
校
の
鈴
木
章
実
代
校
長
も
、
3

月
末
日
で
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
3
年
間
の
想
い

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

「
3
年
前
の
前
任
地
で
、
赴
任
先
と
し
て
小

さ
な
小
学
校
を
希
望
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
来
て
、

自
然
の
中
で
地
域
の
人
た
ち
に
見
守
ら
れ
な
が

ら
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
学
べ
る
こ
と
が
わ
か

り
、
本
当
に
希
望
が
適
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
想
い
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
子
ど
も

た
ち
が
地
域
の
こ
と
を
知
り
誇
り
に
思
え
る
よ

う
、〝
ふ
る
さ
と
教
育
〞に
力
を
入
れ
た
ん
で
す
。

私
は
、
先
輩
た
ち
か
ら
、
赴
任
先
の「
町
史
」を

す
ぐ
に
読
む
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
い
ま
し

た
。
か
つ
て
町
の
危
機
を
救
っ
た
ア
ス
パ
ラ
の
歴

史
も
、
町
史
で
知
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
ふ
る
さ

と
の
力
を
子
ど
も
た
ち
と
も
共
有
し
た
い
と
い

う
想
い
で
、
地
域
の
方
に
生
き
る
力
と
夢
を
語

っ
て
い
た
だ
く
場
も
何
度
か
設
け
て
き
た
の
で

す
。
私
た
ち
教
師
も
、
地
域
の
方
か
ら
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
学
ん
で
き
た
と
思
い
ま
す
。」

地
域
の
方
々

と
親
密
な
交
流

を
深
め
て
き
た
こ

と
で
、
先
生
に
は

も
う
ひ
と
つ
別
の

思
い
も
芽
生
え
た
と

い
い
ま
す
。

「
学
校
で
は
、
私
た
ち

教
師
も
子
ど
も
た
ち
か
ら

様
々
な
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
地
域
の
方
々
か
ら
の
支
援
に
応
え
る
た
め
、

子
ど
も
た
ち
の
パ
ワ
ー
を
地
域
の
方
々
に
も
感

じ
取
っ
て
い
た
だ
け
な
い
か
と
思
っ
て
い
た
矢
先

に
、そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
が
太
鼓
で
し
た
。
倶

知
安
か
ら
来
ら
れ
た
中
村
教
頭
先
生
フ
ァ
ミ
リ

ー
が
太
鼓
を
紹
介
し
て
く
れ
た
こ
と
で
、
全
校

生
徒
も
夢
中
に
な
っ
て
演
奏
を
学
び
、そ
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
も
そ
う
で
す
が
、
な
に
よ
り
演
奏
す

る
た
び
に
子
ど
も
た
ち
が
成
長
し
て
い
く
様
子

に
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
大
き
な
感
動
を
覚
え
た

﹇
喜
茂
別
中
学
校
﹈
鈴
木
和
則
前
校
長

喜
茂
別
の
学
校
教
育
を
支
え
る

新
し
い
教
職
員
の
方
々

辞
令
交
付
式

4
月
3
日
、こ
の
春
喜
茂
別
町
に
赴
任
さ

れ
た
教
職
員
の
辞
令
交
付
式
が
、農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

池
田
正
宏
教
育
委
員
会
委
員
長
が
辞

令
の
交
付
を
行
っ
た
後
に
、麻
生
隆
教
育

長
と
渡
辺
秋
雄
喜
茂
別
小
学
校
長
が
歓

迎
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。こ
の
中
で
、

今
年
の「
教
育
行
政
執
行
方
針
」の
理
念

に
基
づ
き
、
特
に
小
学
校
と
中
学
校
の

「
連
携
」
が
大
き
な
課
題
で
あ
り
目
標
で

あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
、子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
共
に
が
ん
ば
っ
て
い
た
だ
き
た
い
、と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、新
任
教
職
員
を
代
表
し
て
、安

保
法
雄
喜
茂
別
中
学
校
長
か
ら「
地
域
の

期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
力
を
尽
く
し
た

い
」と
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、10
名
の
学
校
評
議
員
に
委
嘱

状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

新
任
の
教
職
員
と
学
校
評
議
員
は
、次

の
方
々
で
す
。

【
教
職
員
転
入
者
】
※
写
真
右
か
ら

嶋
木
香
さ
ん
（
喜
茂
別
中
学
校
）

平
山
純
さ
ん
（
喜
茂
別
小
学
校
）

安
保
法
雄
さ
ん
（
喜
茂
別
中
学
校
）

岡
崎
知
見
さ
ん
（
喜
茂
別
小
学
校
）

麻
生
隆
教
育
長

渡
邊
浩
司
さ
ん
（
喜
茂
別
小
学
校
）

藤
木
信
夫
さ
ん
（
鈴
川
小
学
校
）

青
木
博
見
さ
ん
（
喜
茂
別
小
学
校
）

秦
泉
寺
悠
加
さ
ん
（
喜
茂
別
中
学
校
）

【
学
校
評
議
員
】

（
喜
茂
別
小
学
校
）

（
喜
茂
別
中
学
校
）

阿
部
昭
司
さ
ん

山
本
泰
照
さ
ん

石
川
三
千
穂
さ
ん

佐
藤
秀
雄
さ
ん

田
中
弘
子
さ
ん

藤
塚
恵
理
子
さ
ん

富
田
久
美
子
さ
ん

石
橋
理
恵
さ
ん

堀
浩
和
さ
ん

松
田
恵
梨
子
さ
ん

（
鈴
川
小
学
校
）

岩
部
隆
さ
ん

菅
原
優
子
さ
ん

藤
原
正
二
さ
ん

ち
の
学
び
を
深
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
ま
た
、
私
自
身
も
校
長
と
し
て

個
々
の
先
生
や
保
護
者
の
方
々
と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
深
め
る
こ
と
に
努
力
し
て
き
ま
し
た
の

で
、お
互
い
の
理
解
も
進
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

「
評
価
」と
い
う
の
は
、
結
果
だ
け
を
重
視
す

る
こ
と
で
は
な
く
、
取
り
組
ん
だ
過
程
を
振
り

返
り
、
さ
ら
に
良
い
結
果
を
導
く
た
め

の
検
証
材
料
を
得
る
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を

学
校
全
体
で
理
解
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
こ

の
5
年
間
で
し
た
。」

成
果
が
見
え
て
き

た
が
ゆ
え
に
浮
か
び

上
が
っ
て
き
た
、
新
た

な
課
題
認
識
も
あ

る
と
言
い
ま
す
。

「
特
に
こ
の
1
年
間
、

小
中
学
校
間
の
連
携

の
必
要
性
を
、
様
々
な

関
係
者
と
議
論
し
て
き

ま
し
た
。
個
々
の
子
ど
も
の

特
性
を
小
学
校
か
ら
中
学
校

麻
生
新
教
育
長
に
聞
く

佐藤勝吉前教育長の退任に伴い、
前教育次長の麻生隆さんが教育長
に就任しました。
麻生隆新教育長は、4月3日の教

職員辞令交付式であいさつを行い、
学校教育の基本として子どもの「学
力」を重視すること、小学校と中学校
の「連携」を進めていくこと、教育に携
わる者は学校の内部評価や保護者
による外部評価などにより自分の位
置を謙虚に認識し改善に努めること
などを目標としたい、とメッセージを発
しました。このメッセージの背景につ
いて、麻生隆新教育長にお聞きしま
した。
「一言で言えば、平成21年度の教
育行政執行方針に基づいて進める、
ということに尽きます。3つのキーワ
ードも、この執行方針の理念を理解
する糸口として示したに過ぎません。
『連携』というのは確かに大きなキー
ワードですが、小中学校間の連携を
目指すうえで、まずそれぞれの学校
内部で先生方相互の交流や連携を
目指していただきたいという想いを託
しています。『学力』は子どもたちが社
会に出てから必要となる生きる力の
核となるものですが、それは結果だけ
を言うのではなく、努力し頑張ったと
いう達成感がその基本だと言うことを
理解して欲しいと思っています。結果
として示されたものをもとに過程を振
り返り、次に向けた参考として活かす
ということは、『評価』の考え方にも当
てはまりますね。そして最も大事なこ
とは、これら3つの視点はすべて、『子
どものために』という目標に向かう地
道な努力のあり方を示したものだと言
うことなんです。」
「私自身も含め親子代々が喜茂別
で義務教育を受けてきたのだから、地
域の子どもたちのために頑張りたい」
と話す麻生隆新教育長の言葉は、こ
とさらの気負いがない、とても自然な
響きを感じさせました。

の
だ
と
思
い
ま
す
。」

開
校
百
周
年
記
念
事
業

も
、
大
き
な
思
い
出
と
な

り
ま
し
た
。

「
校
長
職
は
初
め
て
で
し

た
の
で
、
先
生
方
と
の
意
思

疎
通
を
ど
の
よ
う
に
す
る

か
、
試
行
錯
誤
の
連
続
で
し

た
。
そ
の
中
で
、
開
校
百
周
年

記
念
事
業
を
成
功
さ
せ
た
こ
と

は
、
先
生
方
に
と
っ
て
も
私
自
身

に
と
っ
て
も
、
大
き
な
自
信
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。
式
典
の
あ
と
、
廊
下
に
掲
示
さ

れ
て
い
る
歴
代
校
長
の
肖
像
を
眺
め
て
い
ま
し

た
ら
、〝
よ
く
頑
張
っ
た
！
〞と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
て
、
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し

た
。」潤

ん
だ
目
頭
を
抑
え
な
が
ら
、
赴
任
し
て
き

た
翌
年
の
春
学
校
園
に
植
え
た
ア
ス
パ
ラ
の
苗

が
、こ
の
春
初
め
て
収
穫
で
き
る
は
ず
、と
う
れ

し
そ
う
に
話
し
ま
す
。
ア
ス
パ
ラ
の
成
長
と
ご
自

身
の
任
期
を
重
ね
、
子
ど
も
た
ち
と
共
に
暮
ら

し
た
3
年
間
を
振
り
返
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

﹇
鈴
川
小
学
校
﹈
鈴
木
章
実
代
前
校
長

ま
で
継
続
的
に
見
て
い
く
こ
と
が
、と
て
も
重
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
小
学
校
か

ら
中
学
校
に
進
ん
だ
と
き
の
学
習
や
学
校
生

活
の
リ
ズ
ム
の
変
化
を
ス
ム
ー
ズ
に
乗
り
越
え
て

い
け
る
よ
う
、
小
学
校
と
中
学
校
が
互
い
に
連

携
し
て
、
子
ど
も
の
成
長
に
関
す
る
情
報
の
共

有
を
深
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う

の
で
す
。

こ
の
課
題
は
、
家
庭
教
育
の
重
要
さ
に
も
つ

な
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
小
学
校
と
中
学
校

の
連
携
を
実
現
し
て
い
く
上
で
、
子
ど
も
の
成

長
を
家
庭
が
し
っ
か
り
支
え
て
い
く
こ
と
は
、
何

よ
り
重
要
な
こ
と
で
す
。
喜
茂
別
中
学
校
の
生

徒
に
こ
れ
か
ら
も
っ
と
も
求
め
ら
れ
る
の
は
、

『
主
体
性
と
自
立
性
』で
す
。
そ
の
力
を
育
む
た

め
に
も
、
学
校
と
家
庭
が
協
力
し
合
う
こ
と
が
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。」

実
践
に
裏
打
ち
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
教

育
に
対
す
る
想
い
を
、
最
後
ま
で
熱
く
語
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
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写真で振り返る

3・4月の
出来事

3月13日（金）第38回喜茂別中学校卒業式
14名の新たな旅立ちの日です。卒業証書授与後の式辞の中で、鈴木和則校長は「思
春期の君たちとあいさつを交わしてきたことが、自分を支える力となってきた。」と言葉を
結び、新たな門出を祝福しました。卒業生と在校生による別れの言葉は、ともに過ごした
学校生活の思い出に触れます。全校生徒による最後の合唱が行われたのち、一人ひと
りが在校生から花束を受け取り、涙でくしゃくしゃになりながら互いに精一杯の笑みを交
わし合う退場光景となりました。

3月19日（木）
喜茂別小学校第62回卒業式
喜茂別小学校の第62回卒業式では、演壇
が広い体育館床面の一角に設置され、会場
参列者の一体感をかもし出す演出がなされ
ました。今年の卒業生は、男子6名、女子5
名。学生服とセーラー服姿の卒業生が一人
ずつ渡辺秋雄校長から卒業証書を受け取
り、握手と励ましを受けます。在校生と卒業
生がお別れの言葉を交わす場面では、全校
児童がたくさんの思い出を呼びかけ合い、こ
だまのように響きあいました。

3月19日（木）松永和之さん、海外青年協力隊で
マラウィ共和国に

喜茂別町（緑町）出身の松永和之さん（写真左）が、JICA札幌の
石井潔さんと共に菅原章嗣町長を訪れ、青年海外協力隊の一
員としてアフリカのマラウィ共和国Malawiで2年間の任務に就
くことを報告しました。松永さんはこれまで旭川市内で家具製作
の技術を磨いてきましたが、そのノウハウを活かし、アフリカのマ
ラウィ共和国で家具製作技術を普及する活動に携わります。松
永さんは、3月25日に出国し、マラウィに向かいました。

3月21日（土）喜茂別保育所の
卒園式・終了式

今年喜茂別保育所を卒園するのは、男子9
人、女子4人です。
佐藤昌昭所長から保育証書を授与された
卒園児は、マイクを持って、将来の夢を披露
しました。壇上で一緒のお母さんやお父さ
んが、卒園児にお祝いの言葉を伝え、保育
所の先生方にお礼のメッセージを贈ります。
卒園式終了後の会場で、卒園児から先生
方にブーケがプレゼントされる、感動的なシ
ーンとなりました。

4月1日（水）、7日（火）
新入生に交通安全の鈴が
プレゼント
喜茂別保育所の入所式が終わった会場で、新た
入所した園児と進級した園児の一人ひとりに、商
工会女性部から黄色い毛糸の交通安全ベルが
プレゼントされました。不思議そうに鳴らしてみる
子もいます。また、喜茂別小学校の入学式が終
わって教室に戻った新1年生にも、商工会女性部
はこの交通安全ベルを贈りました。「毎日学校に
通うときは車に気をつけてね。」「前にももらったこ
とあるよ。」
女性部のこの活動は、昭和52年から続いています。

4月1日（水）
喜茂別保育所で入所式
喜茂別保育所に今年新たに入所す
る園児は、この日の入所式に参加し
た5人と後日加わる2人です。この
結果、保育所の園児は65人となりま
す。
入所式では、佐藤昌昭所長、菅原章
嗣町長、渡辺秋雄喜茂別小学校校
長、そして、父母と保育士の会の会
長酒井一康さんがあいさつしました。
あいさつのなかで、今年11月には新
しい保育所がオープンすることが伝
えられました。最後に園児と職員の
紹介が行われました。

11 広報きもべつ 102009年5月11 広報きもべつ

3月16日（月）第2回町民まちづくり講座
農村環境改善センターで、第2回町民まちづくり講座が
開催されました。倶知安のNPO法人WAOニセコ羊蹄
発見の会と協力してエキノコックスの感染実態調査と
駆除活動をしている倶知安町風土館の学芸員岡崎さ
んをお招きし、喜茂別町における『キツネのエキノコッ
クス感染の実態』調査結果の詳細な報告をいただきま
した。その結果を受けて、全町域に虫下し薬を含んだ
キツネの餌をまき、エキノコックスをなくす活動を行うこ
とが話し合われました。

3月28日（土）羊蹄山麓カラオケ会交流会が開催
第39回羊蹄山麓カラオケ会交流会が、農村環境改善センターで開催され
ました。羊蹄山麓6町村のカラオケ愛好会10団体が、会場持ち回りで年一
回一堂に会し、自慢の喉を競いながら交流を深めることを目的としています。
今回は、喜茂別からの参加者14名を含む、108名の参加となりました。
喜茂別カラオケ同好会の伊藤順一会長が歓迎のあいさつを行った後、歌唱
発表が行われ、大いに盛り上がりました。次回開催地は、京極町です。



まちの話 題

122009年5月13 広報きもべつ

の
相
談
で
な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

保
健
師
や
い
ろ
い
ろ
な
方
と
一
緒
に
、

お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

み
ん
な
の
介
護
予
防
教
室

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
鈴
川
集
落
セ

ン
タ
ー
、
双
葉
克
雪
セ
ン
タ
ー
の
3
カ

所
で
、
高
齢
者
を
対
象
に
運
動
を
中

心
と
し
て
口
腔
機
能
や
栄
養
バ
ラ
ン

ス
を
保
つ
た
め
の
具
体
的
な
方
法
な

ど
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
各
セ
ン
タ
ー
で
の
実
施
日

時
に
つ
い
て
は
、
町
広
報
や
回
覧
等
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
各
セ

ン
タ
ー
の
玄
関
に
も
チ
ラ
シ
等
を
張

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

包
括
セ
ン
タ
ー
は
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
に
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
を
中
心

と
し
た
総
合
相
談
窓
口
で
す
の
で
、

何
か
あ
り
ま
し
た
ら
遠
慮
な
く
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

1
3
1-

2
9
4
0

前
回
は
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
、
高
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
な
ど
は
、
食
生
活
を
変
え
、
運
動
す
る

よ
う
に
し
な
い
と
良
く
は
な
ら
な
い
、
と
い
う

話
を
し
ま
し
た
。
一
旦
高
血
圧
や
糖
尿
病
な

ど
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
薬
を
飲
ま
な
い
と
直

ら
な
い
の
だ
け
れ
ど
、
そ
の
場
合
で
も
食
生
活

を
変
え
る
こ
と
は
重
要
で
す
。
患
者
さ
ん
の
多

く
は
、
た
ぶ
ん
従
来
の
食
生
活
を
続
け
た
ま
ま

で
薬
を
飲
む
、
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
け
ど
、

そ
れ
で
は
な
か
な
か
直
り
に
く
い
で
す
ね
。
食

生
活
の
改
善
だ
け
で
は
病
気
は
治
せ
な
い
け

ど
、
食
生
活
も
改
善
し
な
い
と
薬
だ
け
で
は
治

療
効
果
が
薄
い
の
で
す
。

で
も
、
食
生
活
を
変
え
る
の
は
、
並
大
抵
で

は
で
き
な
い
こ
と
で
す
よ
ね
。
好
き
な
食
べ
物

を
好
き
な
味
で
食
べ
た
い
と
い
う
の
は
、
私
た

ち
の
本
来
的
な
欲
望
で
す
か
ら
。

そ
こ
で
、
一
つ
の
考
え
方
で
す
け
ど
、
た
と

え
ば
塩
分
を
例
に
と
る
と
、
塩
分
の
強
い
食
べ

物
で
も
食
べ
る
量
を
減
ら
す
こ
と
で
、
摂
取
す

る
塩
分
を
減
ら
せ
ま
す
。
こ
れ
は
食
事
の
カ
ロ

リ
ー
を
少
な
く
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
脂
肪

や
糖
分
な
ど
の
摂
取
量
を
減
ら
す
効
果
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
な
ら
、
毎
日
体
重
を
量
っ
て
太

り
す
ぎ
を
防
ぐ
こ
と
で
、
食
生
活
を
改
善
で

き
ま
す
よ
ね
。
ま
ず
は
こ
こ
か
ら
、
工
夫
を
始

め
ま
し
ょ
う
か
。

14

●
連
載
●
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
働
く
職
員
が
、
み
な
さ
ん
か
ら
日
々
学
ん
で
い
る
こ
と
や
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
の
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
!!

保
健
師
と
語
ろ
う
！

お
し
ゃ
べ
り
ク
リ
ニ
ッ
ク

喜
茂
別
厚
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
町
の

保
健
師
が
中
心
と
な
っ
て
、
毎
月
第

1
・
第
4
火
曜
日
と
第
2
・
第
3
木
曜

日
の
午
前
9
時
か
ら
12
時
ま
で
、
喜
茂

別
厚
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
2
階
を
活
用

し
て
相
談
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

健
康
・
医
療
・
福
祉
・
介
護
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
の

中
で
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
や
困
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
、
保
健
師
と
気
軽
に

お
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
ま
た
、
特
段

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
、

健
康
を
守
る
二
つ
の
新
し
い
事
業

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
、

健
康
を
守
る
二
つ
の
新
し
い
事
業

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
、

健
康
を
守
る
二
つ
の
新
し
い
事
業

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
、

健
康
を
守
る
二
つ
の
新
し
い
事
業

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
、

健
康
を
守
る
二
つ
の
新
し
い
事
業

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
、

健
康
を
守
る
二
つ
の
新
し
い
事
業

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
、

健
康
を
守
る
二
つ
の
新
し
い
事
業

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
、

健
康
を
守
る
二
つ
の
新
し
い
事
業

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
、

健
康
を
守
る
二
つ
の
新
し
い
事
業

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
、

健
康
を
守
る
二
つ
の
新
し
い
事
業

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
、

健
康
を
守
る
二
つ
の
新
し
い
事
業

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
、

健
康
を
守
る
二
つ
の
新
し
い
事
業

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
、

健
康
を
守
る
二
つ
の
新
し
い
事
業

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
、

健
康
を
守
る
二
つ
の
新
し
い
事
業

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
、

健
康
を
守
る
二
つ
の
新
し
い
事
業

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
、

健
康
を
守
る
二
つ
の
新
し
い
事
業

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
、

健
康
を
守
る
二
つ
の
新
し
い
事
業

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

今
年
度
新
た
に
次
の
二
つ
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

健康づくり相談室

厚生クリニック

桂院長の

お・知・ら・せ

できることからはじめる健康づくり

生活習慣病予防に良いとされている食品
は、「まごわやさしい」です。「ま」は豆・大豆
製品、「ご」はゴマ、「わ」はわかめなどの海
草類、「や」は野菜、「さ」は魚、「し」はシイタ
ケなどのきのこ類、「い」はイモ類です。“カ
リウムや食物繊維は、余分な塩分を体外に
排出するため、腎症を伴わない高血圧の人
は、食事に積極的に取り入れてみましょう。”

■日時：
■場所：①双葉克雪センター

（10：00～12：00）
②鈴川集落センター
（13：00～15：00）

■内容：栄養ミニ講話、血圧測定、
体脂肪測定、健康相談、
栄養相談など

※保健師と栄養士が伺い、みなさんの健康づくり
を応援します。時間内でいつ来ていつお帰りにな
ってもかまいません。

■日時：
9：00～12：00

■場所：喜茂別厚生クリニック2階
※『保健師と語ろう！おしゃべりクリニック』のなかで、
健康づくり相談室が行う栄養ミニ講話も実施します。

保健師からのメッセージ

保健師の中沢さん（左）

1

2

普段食べている
食事を振り返って
みましょう

山
肌
に
鳥
形
馬
形
残
る
雪

井
上
久
子

残
り
雪
ふ
わ
り
と
よ
ぎ
る
鳥
の
影

福
井
富
子

あ
た
た
か
や
整
形
外
科
に
忘
れ
杖

高
谷
羽
瑠
子

春
一
番
津
軽
三
味
線
道
連
れ
に

丸
山
ミ
ヨ
子

渓
の
雪
早
く
避
け
て
と
福
寿
草

小
出
盛
子

暖
か
や
送
り
出
て
な
ほ
立
ち
話

水
上
梅
子

暖
か
し
風
を
た
の
し
む
車
椅
子

吉
見
啓
一

枝
吊
り
の
一
位
に
雪
の
残
り
け
り

佐
藤
紅
葉

暖
か
や
北
の
大
地
が
跳
ね
起
る

向
　
三
郎

車
道
出
し
ク
ロ
失
へ
り
残
る
雪

佐
藤
翠
虹

残
雪
や
羊
蹄
の
水
宝
水

三
間
登
志

暖
か
や
靴
底
に
つ
く
里
の
土

水
口
秋
草
子

春
の
陽
に
雪
解
け
水
の
道
光
り

渡
る
鴉
の
啼
く
声
長
閑

の

ど

か

向
　
三
郎

若
き
こ
ろ
機
械
マ
ニ
ア
と
異
名
あ
り

ケ
ー
タ
イ
パ
ソ
コ
ン
老
い
て
疎う

と

ま
し

飯
田
北
州

も
ど
り
雪
夜
半
に
積
も
り
て
除
雪
す
る

今
日
地
神
祭
に
夫
祝
詞
読
む

佐
藤
百
合
子

お
だ
や
か
な
春
の
朝
日
を
背
に
う
け
て

青
空
に
立
ち
え
ぞ
富
士
仰
ぐ

丹
保
希
美

ふ
と
呼
ば
れ
幼
な
馴
染
み
も
共
白
髪
　

い
さ
か
ひ
楽
し
み
思
ひ
出
は
今

半
崎
浩
石

4月6日（月）鈴川小学校で入学式
鈴川小学校の今年の新入生は、1人です。全校児童と家族の待
つ式場に、2人の6年生と手をつないで、松本涼くんが入場します。
この春赴任してきた藤木信夫校長先生が、松本涼くんの入学を
確認し、歓迎の式辞を述べました。池田正宏教育委員長、菅原
章嗣町長や鷹羽徹也PTA会長のあいさつなどの後は、全校児童
による「羊蹄太鼓」と「ニセコ連山太鼓」の演奏が行なわれ、思い
出に残る入学式となりました。

4月6日（月）喜茂別中学校で入学式
喜茂別中学校の今年の新入生は、男子6名、女子5名の11名です。
この春赴任してこられた安保法雄校長の前で新入生の名前が
読み上げられ、晴れて中学生活のスタートです。学校長式辞の
あと、池田正宏教育委員長、菅原章嗣町長、富田泰光PTA会長
のあいさつの後、生徒会長の丸屋愛美さんが歓迎の挨拶を行い
ました。新入生を代表して秋山由衣さんが誓いの言葉を述べた
後に、PTA会長から記念品が贈られました。

4月7日（火）喜茂別小学校で入学式
今年の新入生、男子8名、女子4名の12名が、全校生徒や保護
者、来賓の拍手に迎えられ、ブーケで飾られた式場に入場します。
担任の岡崎知見先生が新入生一人ひとりの名前を読み上げる
と、「ハーイ」と元気の良い声が返ってきました。渡辺秋雄校長
の式辞、麻生隆教育長の告辞、菅原章嗣町長と秋山英広PTA
会長の祝辞が行われ、最後は全校生徒による校歌の紹介です。
さあ、今日から小学校の生活が始まります。

※喜茂別町公式ホームページにも詳細な記事と写真が掲載されています。ご覧ください。http://www.town.kimobetsu.hokkaido.jp/



救急 3月 累計 前年同期
急病 16件 37件 33件

一般負傷 12件 47件 67件
交通事故 4件 7件 2件
その他 1件 6件 12件
合計 33件 97件 114件

火災 3月 累計 前年同期
建物火災 0件 0件 0件
車両火災 0件 0件 0件
その他 0件 0件 1件
合計 0件 0件 1件

小
樽
開
発
建
設
部
が
施
工
を
予
定
し
て
い
る「
一
般
国
道
2
3
0
号
喜
茂
別
町
喜
茂
別
交

差
点
工
事
」の
施
工
業
者
を
決
定
す
る
手
続
き
へ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

施
工
業
者
候
補
の
3
社
か
ら
施
行
方
法
な
ど
の
説
明
を
聞
い
て
そ
の
内
容
を
評
価
し
、1
社

に
投
票
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
な
お
、こ
の
投
票
結
果
は
、
落
札
業
者
決
定
の
評
価
の
中
に

加
え
ら
れ
る
も
の
で
す
。

【
対
象
工
事
】
一
般
国
道
2
3
0
号
喜
茂
別
町
喜
茂
別
交
差
点
工
事

【
日
時
】
平
成
21
年
6
月
6
日（
土
）
午
後
2
時
か
ら
2
時
間
程
度

【
会
場
】
喜
茂
別
町
役
場
会
議
室

【
募
集
対
象
】
喜
茂
別
町
に
お
住
ま
い
の
20
歳
以
上
の
方

【
募
集
人
数
】
20
名

【
申
込
期
限
】
平
成
21
年
5
月
18
日（
月
）
午
後
5
時
ま
で

【
申
込
先
】
喜
茂
別
町
産
業
振
興
課
　
1
3
3-

2
2
1
1

※
お
問
い
合
わ
せ
先
…
地
域
振
興
係
（
謝
礼
金
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。）
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お・知・ら・せ

住
民
参
加
型
総
合
評
価
落
札
方
式
に
お
け
る
評
価
者
の
募
集

喜茂別町行政機構図 （平成21年4月1日現在） 

［町長］菅原 章嗣 
【課長】 

［総務課］内村 俊二 
 

［参事（財政健全化担当）］佐々木 伸也 
 

 

［税務課］佐々木 伸也（兼） 
 

 

［住民福祉課］藤巻 義孝 
 

 

 

 

 

 

 

［健康推進課］桜井 勝義 
 

 

 

 

 

 

［地域包括支援センター］（健康推進課長兼務） 

 

［産業振興課長］細田 典男 
 

 

 

［建設課］藤井 裕 
 

 

 

［会計管理者］小野 公寿 

【係長】 
今橋 徹也 
大元 真 
酒井 英子 
 
 
工藤 忍 
遠城 諭史 
 
生山 将昭 
森脇 幸恵 
斉木 英啓 
佐藤 昌昭（所長） 
植木 典子（主任保育士） 
 
岡田 君子（子育支援担当主査） 
 
（課長兼務） 
丸屋 勉 
東原 弘行 
伊藤 菜穂子 
河田 紀一 
大友 充 
 
（高齢者福祉係長兼務） 

 
林 己人 
井原 典明 
菅原 修 
 
酒井 和一 
酒井 一康 
伊藤 英二 
 
佐野 京子 

【係員】 

小熊 英実 
菅野 まみ（新採） 
菊地 毅晃 
坂本 学 
 
佐藤 弘美　白川 博順 
 
 
木幡 愛子　菅原 明美 
大迫 志津子 
菊地 珠江 
 
秋山 真由美　大元 志保 
松田 貴子（任）　佐々木 恵（任） 
 
 
菊田 有美　中沢 友美 
熊木 富子（ヘ）　阿部 美代子（ヘ） 
 
 
 
 
 
岩原 契子 
 
長嶋 幸一　玉森 久寛 
 
 
 
伊藤 寛之（任）  
 
大迫 尚樹 

［総務係］ 

［財政係］ 

［企画情報係］ 

［広域連合派遣］ 

 

［税務係］ 

［納税係］ 

 

［住民係］ 

［社会福祉係］ 

［保険医療係］ 

［喜茂別保育所］ 

 

 

 

 

［健康づくり係］ 

［介護保険係］ 

［高齢者福祉係］ 

［介護支援係］ 

［主査］ 

［主査］ 

 

［係長］ 

 

［農林耕地係］  

［商工観光係］  

［地域振興係］ 

 

［建築管理係］ 

［土木係］ 

［上下水道係］ 

 

［会計係］ 

 

［副町長］（空席） 

［議長］松田 薫 

［教育委員長］池田 正宏 

［教育長］麻生 隆 

※監査室事務局長は議会事務局長が兼務、選挙管理委員会書記長は総務課長が兼務、農業委員会事務局長は産業振興課長が兼務 

［議会事務局］佐々木 忠 

［教育次長］今川 誠悦 
 
 
［学校給食センター長］（教育次長兼務） 

［学校教育係］秋山 英広　福田 哲也 
［生涯学習係］遠藤 琢　　吉田 美保　　土生 拓弥（新採） 
 
［栄養士］酒井さゆり（道職員） 

※下線　　　は4月1日異動者／（任）任期付職員／（ヘ）ホームヘルパー 

春
季
特
設
行
政
相
談

国
や
特
殊
法
人
の
業
務（
道
路
、
年
金
、

郵
便
な
ど
）に
つ
い
て
の
苦
情
や
意
見
・
要
望

を
お
聞
き
し
て
、
関
係
行
政
機
関
へ
の
あ
っ

せ
ん
を
行
い
、こ
れ
ら
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
。

【
と
き
】
5
月
23
日（
土
）午
前
10
時
〜
12
時

【
場
所
】
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
行
政
相
談
員
】
高
田
裕
さ
ん（
大
町
1
）

1
・
5
3
3-

3
1
5
5

※
お
問
い
合
わ
せ
先
…

総
務
課
企
画
情
報
係
ま
た
は
行
政
相
談
委
員
へ

6月1日は自動車税の納期限です
●自動車税は毎年4月1日現在自動車をお持ちの方に
毎年納めていただく道税です。
●5月7日（木）に納税通知書を発付しますので、
納税期限の6月1日（月）までに納税をお願いします。

●コンビニでも専用紙で納税できます。
※納税通知書が届かない方や納税についてお問い合わせは…
後志支庁税務課 10136-23-1334

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

児
童
手
当
な
ど
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
対
し
て
、
児
童
手
当
な
ど
の
各
種
手
当
が
支
給
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。
制
度
の
内
容
は
、
別
表
の
と
お
り
で
す
。
該
当
す
る
方
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

手当の名称 支給対象児童 手当月額 所得制限

児 童 手 当

児童扶養手当

特 別 児 童
扶 養 手 当

小学校修了前（0歳から12歳到達後の
最初の3月31日まで）の児童

次のいずれかに該当する児童（18歳到
達後の最初の3月31日まで、ただし、特
別児童扶養手当の対象となる中度以
上の障害のある児童については20歳
未満まで）
・死亡、離婚などで父がいない
・父に就労できない程度の重度の障
害がある
・父が法令により1年以上拘禁されて
いる
・父に1年以上遺棄されている
・母が婚姻に因らないで出産した
※施設入所児童および公的年金受給者（保護者

または児童）を除く

療育手帳A又はB判定、身体障害者手
帳1・2級程度および3・4級程度の一
部、または内部障害・精神障害で同程
度の障害がある20歳未満の児童
※施設入所児童および公的年金受給児童を除く

・3歳未満s

一律10,000円
・3歳以上s
第1子、第2子5,000円、
第3子以降10,000円

・1人の場合s41,720円
・2人の場合s46,720円
※3人目以降は1人につき

3,000円加算されます。

※受給者等の所得により支給

額が減額される場合があり

ます。

・1級s50,750円
・2級s33,800円

・扶養人数に応じて限
度額が設けられてい
ます。

※加入している年金制度によ

っても変わります。

・受給者（保護者等）の
状況により限度額が
異なります。

※受給者が母で養育費を受け

取っている場合は、その8割

の額が所得額に加算されま

す。

・受給者（保護者等）の
状況により限度額が
異なります。

※お問い合わせ先…役場住民福祉課社会福祉係　133-2211（内）32

後志支庁からのお知らせ

戸
籍
の
窓
口

こ
ん
に
ち
は

は
じ
め
ま
し
て

土
門
愛ま

な
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生
ま
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母
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美
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緑
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水
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舞
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ま
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ゃ
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（
3
月
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日
生
ま
れ
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父

将
次
さ
ん
　
母

め
ぐ
み
さ
ん

本
町

松
田
未
夢

み

ゆ

ち
ゃ
ん
（
3
月
21
日
生
ま
れ
）

父

義
信
さ
ん
　
母

夏
季
さ
ん

中
里

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

4
月
11
日

河
田
キ
ン
さ
ま
（
89
歳
）

伏
見

4
月
16
日

今
泉
軍
人
さ
ま
（
70
歳
）

本
町

4
月
16
日

越
後
ヒ
サ
子
さ
ま
（
87
歳
）

伏
見



春の町民歩こう会

［救急当番病院］
倶知安厚生病院
122-1141

蘭越診療所
157-5424

ふれあい
交流サークル
10：00～

保健師と語ろう
おしゃべりクリニック
［栄養ミニ講話あり］9：00～
ふれあい交流

サークル 10：00～
運転免許法定更新時講習

優良11：00～ 違反13：00～
一般15：15～

広報きもべつ「編集会議」にご参加ください!!
毎月「編集会議」を開催していますが、これは、町民ならど

なたでも参加できる場です。もちろん意見を述べることも自由
です。日時等はオフトークとホームページ、新聞等でご案内いたしま

すので、是非ご参加ください。

人口と世帯（3月末日現在）
人口 男1,283人（－15）

女1,269人（－ 6）

計2,552人（－21）

世帯数　 1,238戸（－11）

（ ）は前月比

■発行 喜茂別町
電話......0136-33-2211（代）
FAX......0136 -33-3577
URL......http://www.town.kimobetsu.hokkaido.jp
E-MAIL...info@town.kimobetsu.lg.jp

■編集 町民まちづくり編集工房
電話＆FAX...0136-33-3370（農村環境改善センター内）

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

心配ごと相談所
9：00～

みんなの介護
予防教室 9：30～

みんなの介護
予防教室 13：30～

これから母親
わくわくサークル
14：00～

しりべし弁護士
相談センター
（事前予約）

少年教室わんぱく道場
わんぱく見学旅行

［救急当番病院］
倶知安厚生病院
122-1141

［救急当番病院］
倶知安厚生病院
122-1141

［救急当番病院］
倶知安厚生病院
122-1141

心配ごと相談所
9：00～

ふれあい交流
サークル 10：00～

運転免許法定
更新時講習
違反10：00～
初回13：15～
優良15：30～

ふれあい交流
サークル 10：00～

予防接種10：00～

運転免許法定更新時講習
一般10：30～
違反13：00～
優良15：15～

保健師と語ろう
おしゃべりクリニック
9：00～
ふれあい交流

サークル 10：00～

春季特設行政
相談 10：00～

［救急当番病院］
倶知安厚生病院
122-1141

［救急当番病院］
倶知安厚生病院
122-1141

心配ごと相談所
9：00～
みんなの介護

予防教室 9：30～

もぐもぐごっくん
教室 10：00～
これから母親

わくわくサークル
14：00～
しりべし弁護士相

談センター
（事前予約）

ふれあい
交流サークル
10：00～

スッキリ体操
14：00～

［救急当番病院］
倶知安厚生病院
122-1141

蘭越診療所
157-5424

5/10 11 12 13 16

17

24
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27
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28

22

29

23

30

まちのカレンダー

町民
まちづ

くり

編集
工房
から

■編集後記
町民まちづくり編集工房が『広報きもべつ』を担当してから、2年が経過しました。「まちの誇りを取り戻す」を

年間テーマに、様 な々観点から毎号「特集」を組んできました。この特集については、「広報が単なる“お知ら
せ”に終わらないで、深い部分で“郷土”や“暮らす”と言う視点を提供してくれていると感じています。」（平成
20年3月に行ったアンケートの回答から）など、様 な々方から好意的な評価をいただいた反面、「行政から住民
に向けた情報が少ないのではないか、情報共有の観点からもっと政策的な情報もしっかりと。」などというご指
摘もいただきました。みなさまの声に耳を傾け、少しずつ改善を図ってきましたが、6月号からの大幅なリニュー
アルに向けて準備を進めています。特集を一層充実させつつ、行政からのお知らせも大幅に増やす紙面構
成を検討しています。今後もみなさまの様 な々声をお聞きしながら、『広報きもべつ』を編集していきたいと思い
ます。“住民の目線に立った広報”とは何か。今後も試行錯誤を続けていくことになりそうです。（梅）

：ふれあいセンター ：農村環境改善センター ：双葉克雪管理センター　 ：鈴川集落センター ：倶知安町文化センター
：喜茂別高校　 ：喜茂別中学校　 ：鈴川小学校　 ：喜茂別小学校　 ：喜茂別保育所　 ：厚生クリニック
：岩内町高台84-3 10135-62-8373 岩 

厚 

倶文 鈴集 

回覧物配布日

保健師と語ろう
おしゃべりクリニック
9：00～
ふれあい交流

サークル 10：00～
予防接種 10：00～
乳児健診 12：45～

しりべし弁護士
相談センター
（事前予約）

スズラン俳句会
例会 18：00～

大運動会

［救急当番病院］
倶知安厚生病院
122-1141

31 6/1
みんなの介護

予防教室 9：30～
心配ごと相談所

9：00～
人権相談
10：00～15：00

2 3 5 6

教育長杯GB大会 9：00～
（ふれあい公園ゲートボール場）

保健師と語ろう
おしゃべりクリニック9：00～
ふれあい交流サークル

10：00～
歯科検診 9：00～

12：00～

スッキリ体操
14：00～

健康づくり相談室
10：00～
健康づくり相談室

13：00～
しりべし弁護士

相談センター
（事前予約）

広報6月号配布日

14

住出隆
りゅう

成
せ い

くん（緑町）

平成20年5月18日生まれ
お父さん隆一さん お母さん絵里奈さん

お母さんからのメッセージ
「いつも笑顔をありがとう！

優しくて強い男の子になってね。」

4

26

20

厚 

厚 

鈴集 

岩 

岩 

鈴集 

厚 

厚 

倶文 

倶文 

倶文 

岩 

岩 

※お詫び：広報きもべつ4月号の「まちのカレンダー」で、広報きもべつ5月号の配布日が
4月30日になっていましたが、5月7日の間違いです。訂正のうえ、お詫び申し上げます。

15

厚 

鈴集 

厚 
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